
今回は、常磐大学の講座について、講
座をプロデュースしていらっしゃる坂井知
志先生にお話を伺い、講座収録の一部
を見学させていただきました。この講座
は、大学独自収録モデル事業の一つで、
常磐大学のスタッフにより学内で収録が
行われました。このモデル事業の長所は、
低コストで収録できること、また各大学の
特色を生かした魅力のある講座を作り上
げ、提供することができる点です。
常磐大学の講座「インターネットで探る

学びのワンダーランド～ボランティアの世
界、ミュージアムの世界～」（全３回）は、４

人の先生方と常磐大学の学生５人の共同
で進められます。ボランティア担当の池田
先生と、ミュージアム担当の塚原先生が、
学生と共にインターネットを使いながら調
べ学習をしたりディスカッションを行ったり
します。その際には、インターネットでの
検索の仕方や英語のホームページに入っ
た場合の英語の読み方、翻訳サイトの使
い方、さらにパワーポイントを使ってのプ
レゼンテーションの仕方なども合わせて学
習することになり、その点について、中村
先生と塩先生に随時説明をいただきま
す。このように、各先生方の専門分野を
合わせることによって、より実質的な授業
を作り上げていくことができます。
さらに、この収録された授業を全３回

の講座に編集する作業が行われます。
授業の収録・編集を担当する大学の専
門スタッフの方々が収録を行い、編集作
業をして、はじめて講座として形が出来
上がるのです。常磐大学には、収録した

ものを編集するパソコンソフトや画面の
合成や変形などによって映像を効果的に
作成するためのAV機器が整っています。
出来上がったテープは、一度、協議

会に送り、著作権や使用された用語の
チェックを受けます。そのため著作権
処理や用語についても、ある程度の知
識が大学側に求められます。
一方、受講生にとっては、この講座か

らボランティアとミュージアムについての
知識を学ぶことはもちろん、一緒にイン
ターネットで検索をしながら受講するこ
とによって、その知の世界を一緒に体験
し、さらにその知を自分なりに拡散して
いく力を身につけることとなるでしょう。
それぞれの大学の特色ある講座を受

講できることは、貴重な学習の機会とな
ります。遠隔授業やインターネットが、そ
のような学びのワンダーランドに入ってい
くための最大のツールになっていること
を発見できると思います。（五十嵐牧子）
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